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渚和瘍ズ営林署
カ定設地験実林造 ド

1.分 類1自主 12.馨
類
響Wb.

1.

2

3

4

分類llMは造林実験営林,1運営要綱12.(3)、 tfl、 により大男Uし更に分類Tr号間で細1'uする。
設定個所見取図は2万分の1の 11業図で実験地およびプロツトの設定状況が

'111に

わかる租llとする。

既設造|卜地に実験地を設定する場合は新他から,t育迄のrFt過を作業lJに 1己入する。
llx木施j把実り1の場合高林令のため施業の経紳が不り!麟(な場合は半」りlす る範囲で1己入する。

(記11要領)
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技 術 開発 課 題 完 了 報 告 書

課  題  名 枝打技術の究明 (ス ギ, ヒノキ)

課 題 区 分 自 主
開発
区分
昭和51～ 60年度 担当 都 城 営 林 署

目

　

標

枝打の時期,方法と生長との関連を検討し枝打技術の体系化をはかる。

結

果

スギ, ヒノキの枝打は,枝打に対する適応度に違いが現われた。
スギの場合………枝打によって生長勢が阻害されるが枝打の生長劣化は,対照木との差が一年

と開かない状況であり,中でもBプ ロットでは生長格差も半年程度の遅れで問題にならない。

む しろ枝下高が 377bに まで生長確保でき有利な方法と判断する。

ヒノキの場合……枝打によって直径生長が遅れ気味となるものの樹高生長で優位に推移したB

プロットは,枝下高でもAプ ロットと遜色なく枝打高径 5 cmと いう具体的な目安が得 られ
た。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内 容 項 目 内  容 項 目 内  容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 釧

樹 同 77L

んα当たり本数 本

材 積 ガ

開発経過と調査内容 昭和51年度設定

11)設 定 規 模

樹  種 面  積 作業方法 試 験 内 容

ス ギ 0.21ん a 選  木 プロットA 樹高の%まで枝打
B ″ % ″
C 対 照 区

ヒ ノ キ 0.19れα 選  木 プロットA 樹高の1/2ま で枝打
B 樹幹径の 5mまで枝打
C対 照 区
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曖)林    況
ス ギ   昭和 40年度植栽  林齢 12年生

ヒノキ   昭和41年度植栽  林齢 11年生

2.昭和 52.53年度

枝打後の生長量は,ス ギでは枝打の高さに応 じてその低下がみられるが, ヒノキでは今の

ところ,ま だその差が現われていない。

3.昭和 54年度
スギは枝打高により生長低下が続いているのに対し, ヒノキは樹高生長量で枝打の高いほ

ど伸びがよく,直径生長量では逆に低下 している。

4 昭和 55。 56.57年度
スギの場合,枝打をすることで樹勢が低下 し,樹高生長 。直径生長共に影響を受け対照木

に劣っている。

ヒノキは,樹高生長で対照本を上廻つている。

5.昭和 58_59年度

スギー……枝打後の樹高生長が劣化 したま 推ゝ移 しているが,特に直径生長で枝下強度が

高 くなるにつれて劣化は顕著になった。

ヒノキ… …樹高生長 。直径生長の推移に変化はみられないが,枝下高径の直径生長で Bプ
ロットが Aプ ロットより優勢となっており枝下高の関係を注目してみることにしたい。

6 昭和 60年度
スギは,樹高生長でA<B=Cに 変化な く,胸高で一定の格差のまヽA<B<Cの 順で推

移 している,枝張巾が縮少の傾向にあるが, うっぺい度の影響も考えられる。下枝の枯死が

年々増加 しほとんど枯死の状況にある。対照木の枯上りは 20～ 30卸程度で枯死枝の落枝も

少ない。

ヒノキは,樹高生長でプロットAの枝打翌年の落込みは一気に回復 し枝打プロット優位の

ま 推ゝ移 した。枝打枝の節は, スギ,ヒ ノキ共に巻き込みが進んでいる。

評価及び普及指導

、理想的な枝打方法は,生長と無節材を促進させることから考えて,枝打の時期を 2回に分け
て実施することが考えられる。

第 1回 目を地上高 2πまで,第 2回 目を残り2mと し,第 2回目の時期とし′ては,スギで下枝
残存の半減する 5～ 6年目が目安と考えられる。

ヒノキでは,下枝の枯死,落枝が少ないことから,一年程度早目に実施することが良材生産
を目標にしたときにメリットがあると考えられる。
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